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本州においてアキギリ属植物を訪花した

ツリアブ類とハナアブ類の記録
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要　　旨

本州において，シソ科アキギリ属のハルノタムラソウ Salvia ranzaniana，ナツノタムラソウ S. 

lutescens var. intermedia， ミ ヤ マ タ ム ラ ソ ウ S. lutescens var. crenata， ダ ン ド タ ム ラ ソ ウ S. 

lutescens var. stolonifera の訪花昆虫を調査した．その結果，ツリアブ科 1 種（ビロウドツリアブ

Bombylius major）とハナアブ科 7 種（ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus，ミナミヒメヒラタア

ブ Sphaerophoria indiana，ツマグロコシボソハナアブ Allobaccha apicalis，マダラコシボソハナ

アブ Baccha maculata，キアシマメヒラタアブ Paragus haemorrhous，ハナダカハナアブ Rhingia 

laevigata，マドヒラタアブ属の 1 種 Eumerus sp.）を確認した．

キーワード：アキギリ属，ハエ目，ハナアブ科，訪花昆虫，シソ科，ツリアブ科．

はじめに

アキギリ属 Salvia L. はシソ科の多年生草本で，世

界中の温帯に約 1,000 種が知られる大きな属である

（Alziar, 1988-1993）．日本には 1 推定雑種を含めた

11 種とその種内分類群が分布している（Takano et 

al., 2014）．アキギリ属植物は，その独特な雄蕊の構造

によって特徴づけられる．完全な雄蕊は 2 本で，花糸

は短く葯隔が伸長して上側に完全な半葯をつけ，下側の

半葯は退化して不稔になることが多い．また分類群によ

っては退化した半葯同士が融合して花冠深部への侵入を

妨げる「ふた」のような形になり，送粉動物が蜜を求め

て花冠内部に入ると，不稔の半葯が押し上げられその

反動で送粉動物の背中に花粉が押しつけられる．このよ

うな独特な雄蕊の構造は，送粉者との関係によって進化

したと考えられており (e.g., Classen-Bockhoff et al., 

2004; Westerkamp and Classen-Bockhoff, 2007)，

アキギリ属と訪花動物の関係は，ヨーロッパやアフリ

カ，中南米でよく調べられてきた（e.g., Grant and 

Grant, 1964; Wester and Classen-Bockhoff, 2006a, 

2006b, 2007; Reith et al., 2007）．日本でも，キバナ

アキギリ Salvia nipponica Miq. やアキノタムラソウ

S. japonica Thunb.，ナツノタムラソウ S. lutescens 

(Koidz.) Koidz. var. intermedia (Makino) Murata

で，マルハナバチ類をはじめとしたハナバチの仲間の

訪花が知られている（田中 , 1988; 田中・平野 , 2000; 
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図 1 日本産アキギリ属 (Salvia) 植物と訪花ハナアブ類及びツリアブ類 . a, ハルノタムラソウ S. ranzaniana に訪花したビロウド

ツリアブ Bombylius major（2015 年 5 月 10 日　奈良県吉野郡上北山村北山宮）; b, ナツノタムラソウ S. lutescens var. 
intermedia に訪花したホソヒラタアブ Episyrphus balteatus; （2014 年 8 月 13 日　兵庫県三田市）; c, ハルノタムラソウに訪

花したミナミヒメヒラタアブ Sphaerophoria indiana（2015 年 5 月 10 日　奈良県吉野郡上北山村北山宮）; d, ミヤマタムラソ

ウ S. lutescens var. crenata に訪花したツマグロコシボソハナアブ Allobaccha apicalis（2015 年 7 月 2 日　福井県勝山市法恩

寺山）; e, ミヤマタムラソウに訪花したマダラコシボソハナアブ Baccha maculata（2015 年 7 月 2 日　福井県勝山市法恩寺山）

; f, ナツノタムラソウに訪花したキアシマメヒラタアブ Paragus haemorrhous（2014 年 8 月 13 日　兵庫県三田市）; g, ミヤマ

タムラソウに訪花したハナダカハナアブ Rhingia laevigata（2015 年 7 月 3 日　福井県勝山市法恩寺山）; h, ハルノタムラソウ

に訪花したマドヒラタアブ属の 1 種 Eumerus sp. （2015 年 5 月 8 日　奈良県吉野郡下北山村浦向）．
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山内 他：アキギリ属植物の訪花ハエ類

Miyake and Sakai, 2005）．

現在我々は日本のアキギリ属植物と送粉動物との関係

を調査しており，その過程において 4 種のアキギリ属植

物（ハルノタムラソウ S. ranzaniana Makino，ナツノ

タムラソウ，ミヤマタムラソウ S. lutescens (Koidz.) 

Koidz. var. crenata (Makino) Murata，ダンドタム

ラソウ S. lutescens (Koidz.) Koidz. var. stolonifera 

Murata）を訪花したハエ目昆虫（ツリアブ科とハナア

ブ科）を撮影・採集したので報告する．

材料と方法

アキギリ属植物の調査地，調査日を，表 1 に示す．

調査者 1 名がそれぞれのアキギリ属植物集団に数時間

（3 ～ 8 時間）滞在し，訪花して雄蕊または雌蕊に触れ

た昆虫のみを送粉者とみなし，同定用に数個体を志賀昆

虫社製の補虫網を用いて捕獲した．送粉者の撮影には

コンパクトデジタルカメラ（CASIO EXILIM FC-100, 

RICOH WG-4）を用いた．

捕獲した昆虫は，酢酸エチルで殺虫した後に乾燥標

本とした．以下，ツリアブ科の標準和名と学名は桝永

（2014）に，ハナアブ科の標準和名と学名は大原ほか

（2014）に従った．

本調査ではハチ目昆虫（コハナバチ類やマルハナバチ

類）の訪花も確認されたが，今回は訪花ハエ目昆虫のみ

の報告とする．

結果と考察

アキギリ属植物への訪花が確認されたのは，ツリ

ア ブ 科 1 種（ ビ ロ ウ ド ツ リ ア ブ Bombylius major 

Linnaeus） と ハ ナ ア ブ 科 7 種（ ホ ソ ヒ ラ タ ア ブ

Episyrphus balteatus (de Geer)，ミナミヒメヒラタ

アブ Sphaerophoria indiana Bigot，ツマグロコシボ

ソハナアブ Allobaccha apicalis (Loew)，マダラコシ

ボソハナアブ Baccha maculata Walker，キアシマメ

ヒラタアブ Paragus haemorrhous Meigen，ハナダカ

ハナアブ Rhingia laevigata Loew，マドヒラタアブ

属の 1 種 Eumerus sp.）であった（表 1，図 1）．

アキギリ属植物の進化に送粉動物との関係が大きく関

与していることは前述したが，日本のアキギリ属植物は

分類群によって分布や花期が異なることから，同じ送粉

動物を共有しつつ分布や花期を変化させることによって

種分化を達成したのではないかと予測している．今回調

査した分類群のうちナツノタムラソウ，ミヤマタムラソ

ウ，ダンドタムラソウは種内分類群の関係にあり，花期

はいずれも 6 ～ 8 月である．ナツノタムラソウは関東

の一部と近畿に隔離分布し，ダンドタムラソウは関東～

東海地方，ミヤマタムラソウは日本中北部と異所的に分

布する（福岡・黒崎 , 1982）．ハルノタムラソウの花期

は 4 ～ 6 月で，紀伊半島南部～四国～九州南部に分布

している．

ある花を訪れる昆虫の種類と訪花頻度は，産地周辺の

動物相，及び同時期に咲いている他種の花の種類と量に

左右される．ハナアブ類は一般に訪花特異性が弱く，有

効な送粉者とは言い難い面がある（矢原 , 1995）．今回

ミナミヒメヒラタアブやハナダカハナアブのように産地

特異的に出現した種がいる一方で，マダラコシボソハナ

アブは，地域をまたいで今回調査した 4 分類群すべて

に訪花が確認された．マダラコシボソハナアブは，一時

間当たりの訪花回数も他のハナアブ類と比較して 2 ～

10 回と多く，滞在時間も一回あたり数分に及ぶことが

表 1 アキギリ属植物を訪花したツリアブ類とハナアブ類
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多かった．今回調査に含めなかった他の日本産アキギリ

属植物への選好性があるのかどうかについても，調査を

継続したい．
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